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作業名 作業内容の説明

立位作業
立位作業は、作業時間、連続作業時間について検討が必要である。長時間であればそれだけ負荷が大きくなる。
また、作業姿勢もずっと同一姿勢の保持が必要であったり、体を捻る作業が多い場合にはそれだけ負担が大きく
なる。参考サイト：職場のあんぜんサイト 腰痛防止教材
https://anzeninfo.mhlw.go.jp/information/videokyozai.html

重筋作業
筋肉を大きく使う必要のある重量物を取り扱う作業である。腰痛予防の観点からは、男性の場合おおむね体重の
40％以下、女性の場合男性の60％以下が推奨されている。腰痛以外にも、心肺負荷の視点も必要である。一般的
に身体的負荷が大きいので疲労蓄積なども注目される。

暑熱作業
暑熱負荷による臓器への影響を検討する。一般的には暑熱環境は循環動態に影響を及ぼすことが多い。また、暑
さ指数（WBGT）が上昇すると熱中症の発症リスクも共に上昇する。一般的に体温コントロールがし難い病態
（加齢、発熱、心疾患、腎疾患など）の場合にリスクがある。参考：日本産業衛生学会編 許容濃度等の勧告
Ⅷ．高温の許容基準 https://www.sanei.or.jp/files/topics/oels/kyoyou_2.pdf

寒冷作業
寒冷曝露（寒冷負荷）による生体影響を検討する。大小血管の血流が悪くなることによる影響が多く、レイノー
現象や関節痛などの場合に症状が増強することが多い。また、低体温症を起こしやすい病態についても着目が必
要である。参考：日本産業衛生学会編 許容濃度等の勧告 Ⅷ．寒冷の許容基準
https://www.sanei.or.jp/files/topics/oels/kyoyou_2.pdf

粉じん作業 粉じん作業は呼吸器に影響を与える。また、一般的に呼吸用保護具を着用することが必要である。

振動作業 全身または局所振動による関節等への影響について検討が必要である。振動を起こしやすい工具の例として、
チェーンソー、さく岩機、圧縮空気を利用するハンマー、回転工具（グラインダー等）などがある。

呼吸用保護具
粉じん作業や有害物作業で呼吸用保護具を用いることがある。また、感染症流行時などにも着用することがある。
一般的に呼吸抵抗は全面体マスク、半面体マスク、使い捨てマスク、電動ファン付き呼吸用保護具の順で徐々に
小さくなる。また、捕集効率の良い（目の細かい）マスクほど呼吸器への負担は大きい。

感染リスク作業 不特定多数の人と応対する作業は、応対者が感染しているリスクがあるので注意が必要である。

心肺負荷作業
体を大きく動かす必要のある作業などでは心肺機能に大きな負担となる。心肺運動負荷試験（CPX）により、活
動可能なMETs数を推定することが可能である。参考：身体活動のMETs表
http://www.nibiohn.go.jp/files/2011mets.pdf

肝毒性作業 肝臓に毒性のある化学物質を利用している場合。

腎毒性作業 腎臓に毒性のある化学物質を利用している場合。

ひとり作業 ひとり作業は、失神などを起こした場合、発見が遅れるので注意が必要である。

高所作業 高所作業は２ｍ以上の作業をさし、転落の場合には重傷となりやすい。

危険な機械操作
・自動車運転

機械操作の中には、十分な継続的な注意力を必要とする作業が存在する。失神や注意力障害などで注意力が続か
ない病態においては注意が必要である。
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